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１．目的  

 鉄道構造物では，東北地方太平洋沖地震によって一部の新幹線高架橋の柱部材において部分的に被害を受け

た．今回，特に損傷が大きかった３高架橋について気中部と地中部の損傷状況を調査確認したので，以下に報

告する． 

２．調査構造物の概要  

 調査対象構造物は，ビームスラブ式ラ

ーメン高架橋であり，構造諸元を表－１

に示す（表中，Ｌは線路方向，Ｃは線路

直角方向）．隣接する高架橋間にはスパン

10m 程度のＲＣ単純桁が架かっており，ブ

ロック端部の柱長が，中間柱に比べて約

0.4ｍ短くなっている．縦断勾配は，ＯＤ

が水平，ＮＳが終点側への下り勾配，Ｎ

Ｎが終点側への上り勾配である．各柱部

材の基部は，柱高さ以上の深さで埋戻し

土に埋まっている．基礎構造の形式は，

ＯＤおよびＮＮが杭基礎，ＮＳが直接基

礎であり，線路方向は，地中梁で連結さ

れている． 

３．損傷状況  

３．１ ＯＤ高架橋およびＮＮ高架橋 

（１）気中部の損傷状況 

 両高架橋とも柱部材の気中部において，文

献１）のＣランク以上の損傷は，Ｂランクの

損傷を受けた起点方１通りの２柱のみである．

損傷は，４面のかぶりコンクリート剥落，軸

方向鉄筋の変形，内部コンクリートの損傷で

あった（写真－１，４）．内部コンクリートの

残存状態より，両高架橋とも線路直角方向へ

地震応答を受け，曲げ降伏後のせん断破壊型

の損傷が発生したと推察される． 

（２）地中部の損傷状況 

 柱部材の地中部では，文献１）のＣランク以上の損傷を受けた箇所はなかった．軽微な損傷を受けた柱基部

の損傷は，曲げひび割れまたは曲げひび割れの進展による斜めひび割れが残留ひび割れとして確認されたもの， 

かぶりコンクリートの浮きは見られなかった（写真－２，３，５，６）．損傷を受けた柱と同程度の柱長の端 

キーワード 鉄筋コンクリート柱，ラーメン高架橋，地震被害，部材損傷 

 連絡先   〒151-8578 東京都渋谷区代々木２丁目２－２ 東日本旅客鉄道株式会社 ＴＥＬ03-5334-1288 

図－1 気中部損傷位置図（OD 高架橋）写真－1 気中部（OD-1-右）

写真－2 地中部（OD-1 通右-終点面） 写真－3 地中部（OD-5 通右-終点面）
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表－1 損傷構造物の構造諸元 

略称 構造形式 上部構造 基礎構造 

OD L:1 層 4 径間

C:2 線 2 柱 

ﾌﾞﾛｯｸ長：34.98m 

径間：8.46+8.60×2+8.46 

柱長：端部柱 6.3m×2 

中間柱 6.7m×3 

(地中部 約1.6m,柱高0.85m) 

RC 既製杭 

φ350,L=5.0m 

各通 L-3 列×C-8 列

(L 方向地中梁有) 

NS L:1 層 3 径間

C:2 線 2 柱 

ﾌﾞﾛｯｸ長：24.98m 

径間：8.04+8.10+8.04 

柱長：端部柱 4.90m,4.85m 

中間柱 5.28m,5.27m 

(地中部 約1.1m,柱高0.80m) 

直接基礎 

(L 方向地中梁有) 

NN L:1 層 3 径間

C:2 線 2 柱 

ﾌﾞﾛｯｸ長：24.98m 

径間：8.04+8.10+8.04 

柱長：端部柱 4.63m,4.90m 

中間柱 5.12m,5.21m 

(地中部 約1.8m,柱高0.80m) 

RC 既製杭 

φ350, L=10.0m 

各通 L-3 列×C-8 列

(L 方向地中梁有) 
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部柱の地中部では，一部の柱の基部において曲

げひび割れの進展による斜めひび割れが残留

ひび割れとして確認されたものの，かぶりコン

クリートの浮きは見られなかった． 

３．２ ＮＳ高架橋 

（１）気中部の損傷状況 

 柱部材の気中部において，文献１）のＣラン

ク以上の損傷を受けたのは，Ｂランクの損傷を

受けた起点方１通りと終点方４通りの端部柱

４本のみであった．損傷は，４面のかぶりコン

クリート剥落，軸方向鉄筋の変形，内部コンク

リートの損傷であった（写真－４）．内部コン

クリートの残存状態および軸方向鉄筋の変形

状況から，曲げ降伏後のせん断破壊型の損傷を

受けたものと推察される． 

（２）地中部の損傷状況 

 柱部材の地中部では，文献１）のＣランク以

上の損傷を受けた箇所はなかった．軽微な損傷

を受けた柱基部の損傷は，曲げひび割れまたは

曲げひび割れの進展による斜めひび割れが残留

ひび割れが確認されたものの，かぶりコンクリ

ートの浮きは見られなかった（写真－８～11）．  

４．まとめ 

 本調査により得られた知見は以下の通りで

ある． 

・ 損傷を受けた柱部材の気中部は，調査した

柱上端において曲げ降伏後のせん断破壊型

の損傷であり，この部分の 4 面でかぶりコ

ンクリートが剥落し，軸方向鉄筋の変形，

内部コンクリートの損傷および落下が見ら

れた． 

・ 損傷を受けた柱及び損傷を受けた柱と同程

度の柱長の端部柱の地中部では，一部の柱

の基部において曲げひび割れまたは曲げひ

び割れの進展による斜めひび割れが残留ひ

び割れとして確認されたものの，かぶりコ

ンクリートの浮き等の損傷は見られなかった． 
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写真－10 地中部（NS-4 通左-左 写真－11 地中部（NS-4通右-左面）

写真－8 地中部（NS-1 通左-起点面） 写真－9 地中部（NS-1 通右-起点面） 

図－2 気中部損傷位置図（NN）写真－4 気中部（1 通-右） 

写真－5 地中部（NN-1 通左-左面） 写真－6 地中部（NS-4 通右-右面） 
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図－3 気中部損傷位置図（NS 高架橋）写真－7 気中部（1 通）
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